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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 本研究は，高等学校「地理総合」と「公共」の教科書の比較分析を通して，高等学校の社会系教科目における環境問題の学

習論理を解明することを目的とした。高等学校において新設された社会系教科目である「地理総合」と「公共」は，知識活

用・課題解決型学習を前提として，現代社会の諸課題をそれぞれの科目の特質に基づいて学習する。中でも環境問題は，現代

社会における中核的課題として「地理総合」と「公共」の両方の科目の学習内容に含まれている。したがって，これら二つの

科目における内容の取り扱いを比較検討するとともに，取り扱いの顕著な教科目の教科書記述内容を具に検討することによっ

て，社会系教科目が学習者に対して環境問題をいかなる「問題」として認識させ・解決させようとしているかという学習論理

を明らかにすることができると考えた。 
 本研究では，まず，両科目の教科書を対象として，環境問題の記述を質的・量的観点から比較検討した。教科書の記述を検

討の対象としたのは，日本の学校教育においては，現状，教科書が授業者の授業実践や学習者の認識形成に最も直接的な影響

を与える教材となっていると判断したためである。検討の結果，質的観点においては，「公共」は主に環境倫理の視点から現代

のグローバルな環境問題について考察させる内容となっているのに対し，「地理総合」では「持続可能な社会」や「持続可能性」

の視点から様々な地理的スケールの環境問題について考察させるとともに，解決策の理解や検討にまで踏み込む内容となって

いた。量的観点においては，記述量は「公共」に比べ「地理総合」の方が圧倒的に多かった。本研究の目的に照らすと，内容

の質的・量的観点から，「地理総合」の教科書記述内容をより詳細に検討することが学習論理を明らかにするために必要である

と考えた。 
そこで，「地理総合」の教科書の記述について，「教科書は環境問題をどのような『問題』として認識しているか」「教科書は

環境問題を『誰が』解決するものとして認識しているか」「代替的・対抗的視点からの課題や解決策の提示はどれほど・どのよ

うに存在しているか」を分析した。分析の理論的枠組みとして取り上げたのが，環境問題をめぐる主要な解釈枠組みの一つで

ある「エコロジー的近代化論（Ecological Modernization Theory）」である。エコロジー的近代化論とは，持続可能な開発（発展）

論の一系統に位置づけられる理論であり，その基本理念は「環境保全と産業発展との可能な限りの調和」である。1970 年代後

半から 1980 年代にかけて西ヨーロッパで形成・展開され，とりわけ北欧諸国や EU の環境政策に大きな影響を与えてきた。分

析においてエコロジー的近代化論を用いた理由は，この理論が持続可能な開発（発展）論の系統に属するが故に，「持続可能な

開発」や「持続可能性」の視点から環境問題を認識することを目指す「地理総合」において，問題認識の前提として規範的に

組み込まれている可能性が高いと考えたからである。 
分析検討の結果，「地理総合」の環境問題に関する記述は，技術的イノベーションの文脈を中心にエコロジー的近代化論の

「問題」化と「解決」の枠組みを受容しており，技術的課題としての環境問題を，国際協調や国家レベルの社会的取り組みに

よって解決していくことが必要であるという環境問題の学習論理を有していることが分かった。このような学習論理は，学習

者が持続可能な社会に向けた現実的解決策を理解することを可能にするという点で優れている。一方で，環境問題を技術的課

題として捉えるが故に，環境問題の解決は技術革新を担う専門家集団が解決すべき問題であるという専門家主義や，技術が進

歩すれば環境問題は解決されるという楽観的・技術的解決志向に陥る可能性を孕んでいる。また，環境問題の原因となってい

る既存の生産・消費体制そのものの問題についての追求が十分になされない可能性がある。 
授業者が「地理総合」において環境問題を取り扱う際には，技術革新の意義・必要性という視点だけでなく，環境問題をめ

ぐる価値前提や社会構造そのものを批判的に問い直す視点を意識した授業を構築・実施していくことが重要であると考える。 
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